
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     切 り 取 り 線 

日本の原発メーカーがインドへの原発売り込みのために渇望する日印原子力

協定は、日本とインドの市民の運動と連帯によって、締結を阻んできました。

今年、9 月 1 日のモディ首相来日を機会に協定の調印が画策された時には、イ

ンドのスンダラーム・クマール氏（核廃絶と平和のための連合）が来日し、首

相官邸前で「日本はインドにもどこにも原発を売るな！」と訴えました。 

しかし、日本政府は、事故を起こした原発メーカーなどに損害賠償を請求することができる「インド原賠法」を

骨抜きにする「CSC 条約（原子力損害の補完的な補償に関する条約）」を 11 月 19 日国会承認させました。 

こうした中で 12 月中旬にスンダラーム・クマール氏が再度来日して、院内集会や省庁交渉、各地の集会等、日

印原子力協定締結阻止のキャンペーンを展開します。このための招請カンパ協力をよろしくお願いいたします。お

手数ですが、下記払込取扱票に「クマールカンパ」と記載し払込をお願いします。 

コトパンジャン・ダム被害者住民を支援する会 http://www.kotopan.jp/ 

連絡先：三ツ林（090-8382-9487、afvpb814@oct.zaq.ne.jp、Myasuji0113@gmail.com） 

スンダラーム・クマール氏の 

来日カンパにご協力ください。 
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